
令和３年度 宇都宮短期大学附属中学校入学試験について 

［出題範囲］ 

教科 出 題 範 囲 

国語 

(第１回・ 

第２回共通) 

大問３題 

 ・語句に関する問題（漢字の読み書きは，６年生までに学習したものよ

り出題） 

 ・説明文または論説文  

 ・小説 

算数 

第１回 

６年生の教科書の「角柱と円柱の体積」，「比」，「拡大図と縮図」， 

「場合の数」，「資料の調べ方」，「いろいろな単位」を除くすべての範囲。 

第２回 

６年生の教科書の「拡大図と縮図」，「場合の数」，「資料の調べ方」， 

「いろいろな単位」を除くすべての範囲。 

大問４題 

大問の２問は独立形式の小問群からなり，残りの２問は数量関係，図形な

どから出題する。 

適性検査 

(第１回のみ) 

大問３題 

・全教科の融合問題であるが，特に理科・社会分野に比重を置き， 

県立中学校と同系統の問題を出題する。 

社会 

(第２回のみ) 

大問５題程度 

地理的分野，歴史的分野全範囲。政治分野の時事的な問題も含む。 

理科 

(第２回のみ) 

大問５題程度 

６年生までの内容（ただし，「てこの規則性」，「発電と電気の利用」を除く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

各１題 出題 



［受験勉強のポイント］ 

教科 受験勉強のポイント 

国語 

・漢字の読み書きは，基本的なものを出題。小学校で学習した漢字はすべ

て確実にていねいに書けるよう日ごろから練習をする習慣をつけてほし

い。 

・長文読解問題は，論理的文章，文学的文章とも文章量がやや多いので，

決められた時間内にまとまった量の文章が読みこなせるよう日ごろから

読書に親しんでほしい。字数制限や句読点を含む，含まない等の条件に

合った解答が作成できるよう，過去問で練習しておきたい。 

算数 

・計算，数，数量関係，図形，グラフ，面積，体積，速さ，割合，規則性

など，幅広い分野からまんべんなく出題する。 

・基本的な問題から応用問題まで，幅広く出題し，教科書よりも高いレベ

ルの応用問題も含まれる。 

・計算力を試し，かつ，文章読解力，思考力を問う問題も出題するので，

数的な思考力を試すものであることを，意識して勉強してほしい。 

適性検査 

(第１回のみ) 

・単なる知識を問うようなものではなく，設問の図や表を正しく理解・分

析し，与えられた設問に対する自分の考えを文章で分かりやすくまとめ

る表現力が必要です。有効な勉強方法は，家族の間で積極的なコミュニ

ケーションをもつことです。例えば，食事の後片付けをしながら汚れを

洗った水が川に及ぼす影響について話したり，テレビで災害のニュース

を目にしたら，被害を少なくするために普段からできることをいっしょ

に考えてみるのもいいでしょう。 

社会 

・教科書中心の学習。（繰り返し読んで、重要事項を中心にノートにまとめ

てほしい。） 

・地理分野 地図帳なども利用し，地図記号や，世界や日本の主な地形も

学習しておこう。 

・歴史分野 年表形式での出題も考えられるので，歴史の流れをしっかり

つかんでおいてほしい。時代ごとの年表を作るのも有効であ

る。 

・政治分野の時事的な分野も出題予定なので，新聞にも目を通してほしい。 

理科 

・教科書の実験の方法・結果・まとめをしっかり理解してほしい。 

・表・グラフを使った問題になれておく。 

・問題文をよく読み，実験の条件や結果が図や表に書いてないときには書

き込む習慣をつけよう。 

 


